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簸
欝

　
驚
麹
潟
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綴
は
鍵
勢
調
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7
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9
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戦
争
を
語
纏
継
．
灘
畿
獺

数
織
磁
　
．
難
’

』
ー
縫
”
崔
だ

、
潔
離

鑓

　
戦
後
5
0
年
。
こ
の
半
世
紀
と
い
う
時

の
長
さ
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
と

っ
て
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
で
し
ょ
う

か
。　
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
、
人
類
が

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な

悲
劇
か
ら
、
私
た
ち
は
何
を
学
び
と
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
半
世
紀
に
わ
た
る
反
省
と
復
興
へ
の

努
力
が
、
今
の
日
本
を
作
り
上
げ
た
の

で
す
．

　
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
二
度

と
あ
の
悲
劇
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

子
や
孫
に
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
特
集
は
、
満
州
事
変
か
ら
始

ま
っ
た
1
5
年
戦
争
、
終
戦
そ
し
て
戦
後

の
苦
闘
を
当
時
の
写
真
を
基
に
市
史
編

さ
ん
委
員
の
上
村
政
基
さ
ん
か
ら
つ
づ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『き



「
旧
離

　
昭
和
六
年
九
月
に
満
州
事
変
が
始
ま
り
、
二
十
年
八
月
の
大
東
亜
戦
争

（
太
平
洋
戦
争
）
終
戦
ま
で
の
十
五
年
間
は
、
戦
争
に
明
け
暮
れ
た
日
本

で
し
た
。

　
年
表
で
見
る
よ
う
に
、
こ
の
間
上
海
事
変
・
支
那
事
変
が
あ
り
、
さ
ら

ち
ょ
う
こ
ほ
う

に
張
鼓
峰
事
件
・
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
ま
で
が
相
次
い
で
、
日
本
国
民
に
と

っ
て
は
、
気
持
を
休
め
る
余
裕
な
ど
一
つ
も
な
か
っ
た
時
代
で
す
。

　
戦
場
で
大
切
な
生
命
を
懸
け
て
戦
う
兵
士
た
ち
の
苦
闘
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
内
地
で
戦
争
体
制
に
協
力
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
い
い
よ
う

の
な
い
圧
迫
感
に
覆
わ
れ
た
暮
ら
し
が
毎
日
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
生
活
の
何
も
か
も
が
、
「
戦
争
」
と
い
う
言
葉
に
包
ま
れ
て
い
た
、
十
五

年
間
だ
っ
た
の
で
す
。

軍
国
日
本
へ
の

　
　
　
　
　
足
ど
り

　
明
治
年
代
に
は
日
清
・
日
露

戦
争
が
あ
り
、
大
正
初
年
に
は

第
一
次
世
界
大
戦
が
あ
り
ま
し

た
。　
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
、

‘

あ
ら
ゆ
る
面
で
近
代
的
な
国
家

を
作
り
あ
げ
よ
う
と
努
め
て
き

た
日
本
は
、
こ
れ
ら
の
戦
争
を

経
た
あ
と
、
軍
事
的
な
面
か
ら

も
世
界
の
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る

体
制
を
整
え
て
き
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
大
正
末
か
ら
昭
和

初
め
に
か
け
て
の
大
不
況
は
、

木炭自動車：ガソリンが使えなくなり、木炭、木片

などを燃料にした木炭自動車（昭和15年）

国
民
の
貧
富
の
差

を
大
き
く
す
る
ば
9

か
り
で
し
た
．

　
心
が
晴
れ
る
機

会
も
な
く
、
や
っ

と
そ
の
日
を
生
き

て
い
く
よ
う
な
人

た
ち
が
多
く
な
っ

て
い
る
反
面
、
有

り
余
る
金
の
力
で

ぜ
い
た
く
な
日
常

を
送
る
上
流
家
庭

が
あ
り
、
そ
の
中

間
に
は
夢
も
希
望

社
会
の
動
き

囲
米
価
（
6
0
鮎
）
は
、
生
産
者
米
価
、

新
潟
県
経
済
連
資
料
に
よ
る
。

〈
昭
和
6
年
〉
1
9
3
1

9
周
　
満
州
事
変
ぼ
っ
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き
ん

↑0

月
　
北
溜
道
東
北
で
大
飢
饅

　
※
　
米
価
　
六
円
五
〇
銭

〈
昭
和
7
年
〉
1
9
3
2

54月月※
〈
昭
和
8
年
〉

3
月
3
月

　
※
〈
昭
和
9
年
〉

9
月

　
※
〈
昭
和
粗
年
〉

　
※
〈
昭
和
H
年
〉

2
月

　
※〈
昭
和
穏
年
〉
1
9
3
7

7
月

　　42

※月

上
溜
事
変

五
・
［
五
事
件
（
海
軍
将
校
ら

首
相
宮
邸
な
ど
を
襲
撃
、
犬
養

首
相
を
射
殺
）

米
価
　
八
円
七
一
銭
六
厘

　
　
　
マ
Q
U
Q
U
Q
U

国
際
連
盟
脱
退

三
陸
地
万
大
地
震
大
津
波
、
死

者
一
五
三
五
人

米
価
　
一
〇
円
八
○
銭

　
　
　
1
0
U
q
U
轟
鱒

室
戸
台
風
、
関
西
地
方
大
暴
風

雨
、
死
者
二
五
〇
〇
人

米
価
　
一
四
円
八
○
銭

　
　
　
「
1
0
U
Q
U
5

米
価
　
一
〇
円
九
〇
銭

　
　
　
1
0
U
Q
U
自
U

二
・
二
六
事
件
（
陸
軍
将
校
ら

ク
ー
デ
タ
ー
を
企
て
斉
藤
内
大

臣
、
高
橋
蔵
相
ら
を
殺
害
）

米
価
　
一
一
円
八
○
銭

ろ
こ
う
き
ょ
う

鷹
溝
橋
で
日
中
軍
衝
突
（
日
中

戦
争
始
ま
る
）

南
京
を
占
領
、
大
虐
殺
事
件

米
価
　
一
二
円
九
〇
銭

も
な
く
遊
び
暮
ら
す
若
者

も
増
え
て
き
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
矛
盾
し
た

社
会
を
正
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
叫
び
、
具
体
的

な
改
造
運
動
を
進
め
よ
う

と
す
る
人
た
ち
も
出
て
き

ま
し
た
。
何
と
な
く
不
安

な
気
配
が
広
ま
っ
て
く
る

よ
う
な
、
昭
和
初
年
の
日

本
で
し
た
．

　
当
時
の
政
府
は
、
国
家

体
制
の
確
立
を
、
天
皇
を

中
心
と
す
る
精
神
面
の
強

化
が
第
一
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
工
業
力

を
先
進
国
並
み
に
持
ち
あ

げ
る
こ
と
が
先
決
で
、
貧

富
の
差
は
、
経
済
活
動
の

ひ
と
つ
の
成
り
行
き
で
仕

方
の
な
い
こ
と
だ
と
見
て

　　　　　　　　　　　　　　　たんぼ
季節託児所：男手が少なく、主婦が田圃へ
出たあとを守る季節託児所（昭和14年）

い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
生
活
向

上
や
社
会
改
造
を
は
か
る

人
た
ち
に
対
し
て
は
強
い

弾
圧
を
加
え
、
革
新
的
な

大
衆
行
動
を
禁
止
す
る
こ

と
が
政
治
・
行
政
の
大
き

な
命
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
精
神
面
の
強

化
策
と
し
て
、
富
国
強
兵

と
い
う
掛
け
声
の
下
に
、

軍
国
主
義
的
な
教
育
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
社
会
秩
序
の
安
定

や
、
思
想
善
導
を
は
か
る

方
策
が
、
い
つ
の
間
に
か
、

軍
事
国
家
の
強
化
に
す
り

か
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で

す
．

　　　　　ぽ　ゑ
防空演習：空襲に備えて、留守

が防火訓練（昭和14年）
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藤
鎌
葺
彊

畢
　
、
羅

毫
　
　
、
纒
翻

ド
く弘

え
機

壕灘．

霧

　
く

翻灘　　
　
　
　
一

　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

響
霧
繋
霧
箋
讐
蓮
馨
嚢
塗

御
、
慰
ひ
毅
㌶
ふ
、
灘

一
、
　
総
樋
裁
晶
嫁
臨
雌
が
、
釜
ま
鰹
霧
　
　
、

戦
争
に

　
　
追
わ
れ
た
日
々

　
男
子
学
生
・
生
徒
に
対
し
て

は
、
既
に
教
練
科
目
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
満
州
事
変

後
の
昭
和
十
年
に
開
設
さ
れ
た

勤
労
青
年
対
象
の
青
年
学
校
で

も
、
専
門
的
な
軍

事
教
育
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
良
き
兵

士
を
育
て
る
準
備

教
育
と
な
っ
た
の

で
す
．

　
満
州
事
変
で

は
、
仙
台
第
二
師

団
が
直
接
戦
闘
に

あ
た
り
、
わ
が
郷

土
兵
た
ち
が
出
征

し
ま
し
た
。
翌
年

起
っ
た
上
海
事
変

と
と
も
に
、
勇
敢

　
　
　
　
　
に
）

　
　
　
　
　
的
年

　
　
　
　
　
制
6

　
　
　
　
　
強
和

　
　
　
　
　
、
昭

楼
難
講
雛
灘
蕪
欝
鱗
券
て

券
難
盤
灘
難
難
獺
嚢
鞭
、
．
　

　
　
舞
割
馨
甕
雷
繍
』
蛙
蘇
欝
．

蔀
襯
薮
鑛
馨
貯蓄債券：軍費調達のため

割り当てられた貯蓄債券（

に
戦
っ
た
将
兵
た
ち
の
実
戦
談

が
少
年
少
女
雑
誌
に
載
り
、
学

校
で
は
学
芸
会
へ
の
題
材
に
も

採
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
陰
に
は
、
「
名

誉
の
戦
死
」
と
い
う
悲
し
い
言

葉
が
、
国
民
の
間
に
浸
透
し
て

い
っ
た
の
で
す
。
そ
の
人
た
ち

出征兵の歓送＝応召兵を送る旗の波。無事に故郷へ

還ったのは何人か

の
犠
牲
の
上
に
、
多
く
の
国
々

か
ら
の
強
い
非
難
を
浴
び
な
が

ら
も
満
州
国
が
建
国
さ
れ
ま
し

た
。　
そ
し
て
、
十
二
年
七
月
に
中

国
と
開
戦
し
、
そ
の
間
に
ソ
連

と
衝
突
し
た
張
鼓
峰
事
件
・
ノ

モ
ン
ハ
ン
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。

明
治
・
大
正
時
代
と
は
全
く
異

な
っ
た
戦
争
の
方
式
が
あ
ら
わ

れ
た
の
で
す
。
戦
争
資
材
を
大

〈
昭
和
B
年
〉
1
9
3
8

4
月
　
国
家
総
動
員
法
公
布

7
月
　
張
鼓
峰
事
件

　
※
　
米
価
　
ニ
ニ
円
四
二
銭

〈
昭
和
穐
年
〉
1
9
3
9

2
月
　
政
府
、
鉄
製
不
急
品
を
回
収
開

　
　
　
始

4
月
　
青
年
学
校
義
務
制
と
な
る

5
月
　
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

7
月
　
国
民
徴
用
令
公
布

個
月
　
米
穀
強
制
買
入
省
令
公
布
施
行

　
※
　
米
価
　
一
六
円
三
五
銭

〈
昭
和
描
年
〉
1
9
4
0

6
月
　
六
大
都
市
で
砂
糖
・
マ
ッ
チ
の

　
　
　
切
符
制
開
始

9
月
　
日
独
伊
三
国
同
盟
調
印

↑o

月
　
大
政
翼
賛
会
発
会
式

鋼
用
　
紀
元
二
六
〇
〇
年
記
念
式
典
．

　
　
　
皇
居
前
で
挙
行

　
※
　
米
価
　
一
六
円
三
〇
銭

3
月
　
国
民
学
校
令
公
布
（
四
月
一
日

　
　
　
発
是
）

、
〈
昭
和
稲
年
〉
1
9
4
1

7
月

雀
月※

全
国
の
隣
組
一
斉
に
常
会
を
開

催対
米
英
宣
戦
布
告
（
臼
本
軍
パ

ワ
イ
空
襲
、
マ
レ
ー
半
島
上
陸
）

米
価
　
一
六
円
五
〇
銭

（
昭
和
η
年
〉
1
9
4
2

　864241※月月月月月月
食
塩
の
通
帳
配
給
制
実
施

マ
ニ
プ
占
領

衣
料
切
符
制
実
施

米
軍
機
臼
本
本
士
初
空
襲

ミ
ツ
ド
ウ
エ
ー
海
戦

米
軍
が
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
上
陸

米
価
　
一
六
円
九
〇
銭

量
に
消
費
し
て
い
く
戦
い

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
広
い
戦
場
に
、
人
馬
と

兵
器
を
配
置
し
、
食
糧
や

資
材
を
届
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
次
か
ら
次
へ

と
出
動
命
令
が
出
さ
れ
て
、

応
召
兵
た
ち
は
家
族
と
故

郷
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　
内
地
に
残
っ
て
い
る
人

た
ち
に
は
、
国
民
総
力
戦

と
い
う
名
の
下
に
、
戦
場

へ
送
る
物
資
調
達
の
た
め
、

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
つ

い
て
の
制
約
が
課
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
皮
・
ゴ
ム
製
品
が
店
頭

か
ら
姿
を
消
し
、
衣
料
・

ガ
ソ
リ
ン
も
使
用
制
限
、

マ
ッ
チ
も
配
給
で
す
。
自

由
販
売
で
あ
っ
た
米
は
国

が
強
制
買
い
上
げ
し
て
各

金属回収：鉄類の不足に協力し、国防婦

人会員が金属回収（昭和14年）

　
　
　
　
　
　
『
、
、
、
葉

　
　
　
　
　
　
㎜
・
が

　
　
　
　
　
　
F
■
．
蟹
産

　
　
　
　
　
　
　
増

　
　
　
　
　
　
　
『
糧

　
　
　
　
　
　
、
、
、
食

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
強

　
　
　
　
　
　
雛
増

　
　
　
　
　
　
　
産
業

　
　
　
　
　
　
　
生
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
．
鱗

　
　
　
箋
、
講
警

戸
に
配
給
し
ま
す
。
一
日

に
食
べ
る
量
ま
で
規
制
さ

れ
た
の
で
す
。
ぜ
い
た
く

品
と
い
う
の
で
、
十
日
町

織
物
も
製
造
禁
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
皇
紀
二
千
六
百
年
を
祝

っ
た
あ
と
、
国
民
学
校
で

使
っ
た
教
科
書
は
軍
事
色

一
辺
倒
、
大
人
も
子
ど
も

も
戦
争
の
中
で
生
き
て
き

ま
し
た
。

　
こ
う
い
う
時
、
ア
メ
リ

カ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
相

手
に
す
る
大
変
な
戦
争
に

入
り
ま
し
た
．

　
こ
の
戦
争
こ
そ
、
こ
れ

ま
で
の
日
本
の
動
き
を
ひ

と
つ
に
集
約
し
て
立
ち
向

か
う
も
の
で
あ
る
と
政
府

は
指
導
し
、
一
層
の
頑
張

り
を
国
民
に
求
め
ま
し
た
。

3

購



　ii匿麟

　
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
中
国
な
ど
と
の
戦
争
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
解

放
を
ね
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
平
和
と
自
由
を
手
に
入
れ
よ
う
と

す
る
「
聖
戦
」
で
あ
る
と
い
い
、
大
東
亜
戦
争
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
南
に
北
に
、
東
か
ら
西
へ
、
陸
・
海
・
空
に
大
変
な
戦
闘
が
繰
り
返
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
は
敗
け
ま
し
た
。

　
尊
い
生
命
を
国
に
捧
げ
、
耐
え
に
耐
え
忍
ん
だ
国
民
た
ち
の
苦
労
が
、

煙
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ
た
敗
戦
で
し
た
。

緒
戦
の
勝
利
か
ら

　
　
　
　
　
敗
戦
へ

　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、

開
戦
早
々
に
海
軍
は
ハ
ワ
イ
真

珠
湾
を
急
襲
し
て
大
戦
果
を
あ

げ
、
世
界
の
人
び
と
を
驚
か
せ

詔
奉
戴
日
と
定
め
、
戦
意
高
揚

の
行
事
を
進
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
戦
っ
て

き
た
中
国
大
陸
に
加
え
て
、
新

し
い
戦
場
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ボ

ル
ネ
オ
・
ス
マ
ト
ラ
な
ど
と
い

う
、
遥
か
に
海
を
行
く
島
で
す
。

ま
し
た
。
陸
軍
は
フ
ラ
ン
ス
領

印
度
支
那
を
南
進
し
て
マ
レ
ー

半
島
を
攻
め
、
や
が
て
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
攻
略
す
る
な
ど
、
国

民
た
ち
は
日
ご
ろ
の
苦
労
が
実

っ
た
と
大
喜
び
し
ま
し
た
。

　
開
戦
の
日
を
肝
に
銘
じ
よ
う

と
い
う
の
で
、
毎
月
八
日
を
大

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
疎

　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
￥
年

　
　
　
　
　
　
　
　
て
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
和

　
　
　
　
　
　
　
　
逃
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
を
（

　
　
　
　
　
　
　
　
火
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
戦
た

　
　
　
　
　
　
　
　
：
童

　
　
　
　
　
　
　
　
開
学

　
　
　
　
　
　
　
　
疎
た

　
　
　
　
　
　
　
　
童
き

　
　
　
　
　
　
　
　
学
て

軍
艦
や
輸
送
船
は
、
広
い
太
平

洋
を
何
日
も
か
け
て
航
海
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

そ
の
海
に
は
、
敵
の
艦
が
潜
ん

で
い
る
の
で
す
．

　
こ
の
戦
い
は
、
物
量
消
費
戦

争
だ
と
い
っ
た
人
も
い
ま
す
。

船
と
飛
行
機
は
、
大
量
の
燃
料

〈
昭
和
稲
年
〉
1
9
4
3

552月月月⑫
月※

が
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退

ア
ッ
ツ
島
日
本
軍
全
滅

木
炭
の
ほ
か
マ
キ
・
タ
キ
ギ
も

配
給
制

第
一
回
学
徒
兵
入
隊
（
学
徒
出

陣
）米
価
　
一
八
円
四
二
銭

〈
昭
和
冊
年
〉
1
9
4
4

4
月

3
月886月月月4211

月月※

緊
急
国
民
勤
労
動
員
万
策
要
綱

決
定
学
童
総
食
・
空
地
利
用
徹
底
・

一
般
疎
開
促
進
の
三
要
綱
決
建

大
都
市
の
学
童
疎
開
決
定

砂
糖
の
家
庭
用
配
総
停
止

学
徒
勤
労
令
・
女
子
挺
身
勤
労

令
公
布B
2

9
東
京
初
空
襲

東
海
地
万
に
地
震
・
津
波
　
死

者
九
九
八
人

米
価
　
一
八
円
八
○
銭

〈
昭
和
2
0
年
〉
1
9
4
5

3
月
　
B
29
東
京
を
夜
閤
大
空
襲
、
こ

　
　
　
の
こ
ろ
よ
り
空
襲
激
化

4
月
　
米
軍
沖
縄
本
島
に
上
陸

7
月
　
主
食
配
給
一
割
減
実
施
（
二
ム
ロ

　
　
　
一
勺
）

129888月月月月月※

広
島
・
長
崎
に
原
爆
投
下

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
回
答

天
皇
「
終
戦
詔
勅
」
放
送

降
伏
文
書
調
印

総
司
令
部
、
修
身
・
日
本
歴
史
・

地
理
の
授
業
停
止
を
命
令

米
価
六
〇
円

　
を
消
費
す
る
の
で
す
。
今

　
ま
で
の
物
資
調
達
の
方
法

　
で
は
と
て
も
間
に
合
い
ま

　
せ
ん
。
ま
し
て
向
か
っ
て

　
く
る
ア
メ
リ
カ
は
、
世
界

　
最
大
の
物
資
国
で
す
。
日

　
本
で
は
、
人
手
が
不
足
、

　
着
る
も
の
食
べ
る
も
の
、

　
極
端
に
乏
し
い
生
活
で
し

　
た
。

　
　
戦
局
は
、
次
第
に
不
利
と
な

　
っ
て
き
ま
し
た
。
郷
土
兵
が
守

　
っ
て
死
闘
の
続
け
ら
れ
た
南
の

　
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
は
、
十
八

　
年
二
月
に
徹
退
。
五
月
に
は
北

　
の
ア
ッ
ツ
島
で
玉
砕
。
日
本
軍

　
の
兵
力
が
手
薄
に
な
る
と
、
ア

　
メ
リ
カ
軍
の
飛
行
機
が
内
地
に

　
来
襲
し
て
爆
撃
を
繰
り
返
し
、

　
軍
用
施
設
・
兵
器
工
場
を
攻
撃

　
す
る
と
と
も
に
、
非
戦
闘
員
の

　
住
む
一
般
住
宅
ま
で
焼
き
尽
く

　
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

嚢
　
、
聾

羅
．
灘

1　難蓬

1聾
ミ　　難

嚢　懸

　　　　　、輩’　・憲　　’　骸
　　　　　　　　ぎ　　　　　な
戦死者の葬儀：無言の凱旋を迎えた

遺族の悲しみに、私たちはどσ）よう

に報いているか

　
　
軍
民
一
体
と
な
っ
て
闘
っ
た

　
悲
惨
な
沖
縄
戦
が
終
了
し
て
、

　
次
は
い
よ
い
よ
本
土
攻
撃
が
行

　
わ
れ
る
か
と
い
っ
て
い
る
時
、

　
広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投

　
下
さ
れ
ま
し
た
。
一
面
の
焼
野

原
で
し
た
．

　
　
二
十
年
八
月
十
五
日
正
午
、

　
天
皇
の
「
終
戦
詔
勅
」
が
ラ
ジ

　
オ
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
日
本
人
全
体
が
、
歯
を
食
い

　
し
ば
っ
て
生
き
て
き
た
、
長
い

　
戦
争
が
終
っ
た
の
で
す
。

灘
，
鞭
鵬
難
灘
灘
鱗
、
綴
逸
、
雛
　
、
蒸
．
十
　
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝
累
己
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
き
ロ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朶
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
シ
を
禾

　
　
　
　
　
　
鱗
馨
繋
雪
の
昭

　
　
　
　
、
議
、
，
　
溢
　
降
馳
（

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
：
2
日

灘、．

　
　
雪
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
雪
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
積
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
　
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
畝
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
c
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
田
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
測
2
，
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
（
雪

4



　
敗
戦
か
ら
の
昭
和
二
十
年
代
は
、
混
乱
と
再
起
へ
の
模
索
と
、
新
制
改

革
へ
の
懸
命
な
努
力
が
続
け
ら
れ
た
十
年
間
で
し
た
。

　
そ
の
前
半
は
、
勝
利
国
で
あ
る
連
合
軍
が
占
領
政
策
を
施
し
た
時
代
で

あ
り
、
民
主
主
義
国
家
へ
の
再
建
が
主
題
で
し
た
。

　
後
半
は
、
連
合
国
側
と
の
講
和
条
約
が
成
立
し
て
よ
う
や
く
自
主
独
立

の
立
場
が
与
え
ら
れ
、
朝
鮮
動
乱
の
特
需
景
気
に
乗
っ
て
工
業
生
産
が
急

上
昇
し
、
ひ
い
て
は
日
本
の
産
業
復
興
を
得
た
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
．
日
濫
2
0

　
　
　
　
　
鑛
繊
．
騒
F
灘
’
灘
十
ん
和

ち
ろ
ん
、
沿
岸
耕
地
の
ほ
と
ん

ど
が
流
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
本
当
に
、
踏
ん
だ
り
蹴
っ

た
り
と
い
う
年
で
し
た
。

混
乱
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
脱
　
皮

　
二
十
年
の
冬
は
記
録
的
な
豪

雪
で
、
飯
山
線
は
三
か
月
も
運

休
し
ま
し
た
。
当
然
に
雪
消
え

も
遅
く
、
稲
作
も
畑
作
も
冷
害

を
受
け
る
と
い
う
敗
戦
と
大
凶

作
の
年
で
し
た
．

　
さ
ら
に
、
秋
の
大
雨
で
信
濃

川
が
大
出
水
。
十
日
町
橋
は
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
濃
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
礁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
錫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
縫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
噸
一

　
そ
こ
へ
、
戦
災
に
追
わ
れ
た

都
会
か
ら
の
疎
開
者
、
復
員
軍

人
、
外
地
引
揚
者
が
加
わ
っ
た

の
で
す
か
ら
、
主
要
食
糧
の
不

足
は
当
然
の
こ
と
、
代
替
食
品

を
求
め
る
方
法
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
占
領
軍
か
ら
の
援
助

物
資
も
、
わ
ず
か
な
一
時
的
な

救
い
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
外
地
引
揚
者
の
中
で
も
、
満

州
開
拓
で
出
て
い
た
人
た
ち
は

　
　
と
く
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
し
た
が

　
　
国
の
方
針
に
随
っ
て
悪
条

　
　
件
の
現
地
へ
乗
り
こ
ん
だ

　
　
の
に
、
苦
労
し
て
得
た
も

　
　
の
は
敗
戦
で
一
切
を
失
っ

　
　
て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ
う

　
　
や
く
故
郷
へ
帰
っ
て
く
る

　
　
こ
と
が
で
き
て
も
、
耕
地

　
　
も
な
く
就
職
す
る
と
こ
ろ

　
　
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
　
す
べ
て
が
「
混
迷
」
と

　
　
い
っ
た
中
で
、
農
地
開
放

　
　
が
実
現
さ
れ
、
六
・
三
・

　
　
三
制
の
教
育
制
度
が
実
施

　
　
さ
れ
ま
し
た
。
新
憲
法
の

〈
昭
和
a
年
〉
1
9
4
6

1
用
　
天
皇
人
間
宣
言

2
月
　
総
司
令
部
、
憲
法
改
正
の
草
案

　
　
　
を
拒
否
、
総
司
令
部
案
を
交
付

4
月
　
新
教
育
制
度
の
施
行
、
農
地
開

　
　
　
放
実
施

5
月
メ
ー
デ
ー
復
活

鋼
月
　
日
本
国
憲
法
公
布

　
※
　
米
価
　
二
二
〇
円

〈
昭
和
2
2
年
〉
1
9
4
7

4
月
　
全
公
労
「
二
よ
ゼ
ネ
ス
ト
宣

　
　
　
言
」
、
総
司
令
部
．
ゼ
ネ
ス
ト
の

　
　
　
中
止
を
命
令

3
月
　
供
米
に
強
権
発
動

4
月
第
一
回
知
事
・
市
町
村
長
選
挙
、

　
　
　
参
議
院
選
、
総
選
挙

5
月
　
日
本
国
憲
法
施
行

8
月
　
古
橋
選
手
、
水
泳
の
世
界
記
録

　
　
　
を
樹
立

　
※
　
米
価
七
〇
〇
円

〈
昭
和
2
3
年
〉
1
9
4
8

2
月
　
農
業
会
解
散
、
農
協
設
立

4
月
　
総
司
令
部
、
国
旗
掲
揚
を
許
可

5
月
　
サ
マ
ー
タ
イ
ム
実
施
（
二
七
年

　
　
　
四
月
四
日
廃
止
）

　
※
米
価
　
一
四
八
七
円

〈
昭
和
a
年
〉
1
9
4
9

7
月
　
下
山
事
件
・
三
鷹
・
松
川
事
件

　
　
　
な
ど
次
々
と
起
る

　
　
　
湯
川
秀
樹
博
士
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

　
　
　
賞

　
　
　
米
価
　
一
七
二
五
円

〈
昭
和
2
5
年
〉
1
9
5
0

　
　
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
年
頭
の
声
明

　
　
　
で
、
日
本
の
自
衛
権
を
強
調

　
　
　
朝
鮮
戦
争
ぼ
っ
発

　
　
　
警
察
予
備
隊
公
布

　
　
　
米
価
　
二
〇
六
四
円

斜
月

　
※

り
月

6
月
8
月
　
※

翻
策
定
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
、
占
領

軍
の
強
い
指
示
に
よ
っ
て

い
ま
す
。

　
戦
争
中
の
指
導
者
が
公

職
追
放
さ
れ
て
、
民
主
的

な
ー
と
い
わ
れ
る
選
挙

が
行
わ
れ
、
新
し
い
指
導

者
た
ち
が
農
村
再
建
の
中

心
に
就
き
ま
し
た
。

　
占
領
軍
か
ら
求
め
ら
れ

た
生
糸
の
生
産
が
キ
ッ
カ

ケ
と
な
っ
て
、
十
日
町
織

物
の
再
興
が
緒
に
つ
き
ま

し
た
。
農
業
改
良
の
効
果

が
上
が
る
の
と
と
も
に
、

よ
う
や
く
十
日
町
地
方
に

復
活
へ
の
道
が
開
け
た
の

で
す
。
色
々
な
面
で
、
青

年
た
ち
の
意
気
込
み
が
目

　
“
　
　
’
　
　
　
　
態

　　　　　．遜謬野一ざξ　　

塗りつぶされた教科書：占領軍の命令で、戦争

中の教科書は、至るところが塗りつぶされた

に
つ
き
ま
し
た
。

　
二
十
五
年
こ
ろ
に
な
る
と
食

糧
問
題
も
落
ち
着
き
、
産
業
界

の
動
き
が
活
発
と
な
り
、
三
十

年
代
の
神
武
・
岩
戸
景
気
を
迎

え
る
素
地
を
作
っ
た
の
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態
　　　　　　　　　　　　　　　　き

，欝甑毒響鎌撚

　　　　　　　・望騰　織　髪欝『’．　醸幽…
　　　　　　　　　　灘　　耀難灘鑛鎌
　雪まつりの誕生＝雪まつりの源流は町内対抗の

　雪の彫刻展（昭和25年）

5
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今
年
か
緊

　
　
　
　
　
　
み
こ
し

　
伝
統
あ
る
八
角
御
輿
が
練
り
歩
く
「
諏
訪
神
社
大
祭
」
を
、
よ
り
市

民
ぐ
る
み
の
ま
つ
り
に
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
今
年
か
ら
名
称
を
「
十
日

町
お
お
ま
つ
り
」
に
変
え
て
開
催
し
ま
す
。
期
日
は
例
年
同
様
八
月
二

十
五
日
か
ら
二
十
七
日
で
す
。
変
更
に
至
る
経
過
、
新
組
織
等
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
装
い
新
た
な
“
ま
つ
り
”
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
平
成
四
年
十
二
月
、
市
観
光
協
会
の

呼
び
掛
け
で
諏
訪
神
社
協
賛
会
、
商
工

会
議
所
、
大
好
き
十
日
町
会
の
代
表
者

か
ら
な
る
「
十
日
町
の
ま
つ
り
を
考
え

る
会
」
が
発
足
し
、
翌
五
年
五
月
ま
で

四
、
五
回
に
わ
た
り
話
し
合
い
を
持
ち

ま
し
た
。
六
月
に
は
諏
訪
神
社
主
催
の

諏
訪
ま
つ
り
懇
談
会
で
、
考
え
．
る
会
の

検
討
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

一
』
‘

八
月
に
は
諏
訪
神
社
協
賛
会
、
市
観
光

協
会
、
商
工
会
議
所
、
大
好
き
十
日
町

会
か
ら
な
る
「
十
日
町
諏
訪
ま
つ
り
協

議
会
」
を
組
織
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

市
長
に
対
し
て
「
諏
訪
神
社
の
神
事
は

神
事
と
し
て
厳
か
に
行
う
も
の
と
し
て

も
　
も
う
少
し
市
民
ま
つ
り
的
な
要
素

を
取
り
入
れ
た
全
市
民
が
参
加
で
き
る

ま
つ
り
に
で
き
な
い
も
の
か
等
、
今
後

の
ま
つ
り
の
在
り
方
を
検
討
す
る
機
関

と
し
て
諏
訪
ま
つ
り
協
議
会
を
組
織
し

た
の
で
、
市
か
ら
も
支
援
、
協
力
を
願

い
た
い
」
と
い
う
要
請
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
関
係
団
体
の
事
務
レ
ベ
ル

で
見
直
し
作
業
が
進
め
ら
れ
、
今
年
四

月
、
市
主
催
の
四
大
ま
つ
り
懇
談
会
で

諏
訪
ま
つ
り
の
市
民
的
な
組
織
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

を
基
に
組
織
案
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、

七
月
二
十
五
日
㈹
に
第
一
回
目
の
「
十

日
町
お
お
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
が
開

か
れ
、
組
織
、
事
業
概
要
、
予
算
等
が

決
ま
り
ま
し
た
．

　
実
行
委
員
会
で
は
、
伝
統
的
な
諏
訪

ま
つ
り
を
核
に
様
々
な
市
民
ま
つ
り
を

加
え
盛
大
な
「
十
日
町
お
お
ま
つ
り
」

に
し
て
、
十
日
町
か
ら
都
会
に
出
て
行

っ
た
多
く
の
人
た
ち
が
ま
つ
り
に
帰
っ

て
き
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
ま
つ
り
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈実行委員長〉

滝沢東湖　十日町商工会議所会頭

〈副委員長〉

池田耕平十日町市観光協会長

滝沢光義諏訪神社協賛会長

蕪木良吉十日町織物工業㈱理事長

小林照一十日町市農業㈱組合長

吉楽正雄県建設業協会十日町支部長

〈顧問〉

本田欣二郎　十日町市長

斎木　実十日町市議会議長

佐伯忠男諏訪神社宮司．

詳しい「まつり行事」案内

　20日過ぎの新聞折り込みチラシで詳

しい行事内容をお知らせします。

“十日町おおまつり“実行委員会組織図

～

協　力 機関 実行季員長 問
十 日　町警 察署 副実行委員長

顧

十
十日町土木事務所
　　日　町保 健所 実　行 委　員

十 日　町消 防　団 諏　訪 神 社 大　　戴
十 日　町消 防署

示

十日町地区交通安全協会 諏訪神社協賛会 おいよいの会

十日町市交通指導隊 26日 午後1＝00～7＝30みこし渡御
27日 午後2＝ロロ～11二〇口

にわか

事務局 まつり広場 民謡流し 明石万灯 町内みこし 少年相撲 煙火部会 俄部会
〈露店〉 部会 部 △

該 部会 部 △
五 部会 26日 a5日午後7：00～

25日正午～ 〈朝市広場〉 25日 25日 〈パレード〉 27日 午後7：30～ 10二30

27日午後10：00 24日～27日 午後7100～9二〇〇 午後7＝00～9100 26日 午前9＝00～ 9：00 26日午前8：30～

駅通り 午前5＝30～6：30 本町1～本町5 本町i～本町6 午後1＝30～2＝50 午後I　l30 打上げ場所 午後獄30

諏訪神社 高田町1 ・2 駅通り 本町1～クロス 諏訪神社境内 十二平 卸日午前8麗～

社務所前 1300人参加予定 16団体参加予定 m、17町内みこ （雨天＝ 武道館） 午後8：00

〈こっつお広場〉 し参加予定 旧0人参加予定 宮下俄

25日～27日終日 《町内みこし〉 上町俄

宮本公園 26日午前 下町俄

27日終日
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鍵
耀
慨
　
　
　
　
　
　
　
　
、
藍
．
，
・

灘
雛
　
　
　
鰹
．
ノ
　
雪
国
の
萎
遅
の
．
『
↑
論
で
あ
る
「
雪
と
暮
ら
し
」
を
考
え
続

　
態
『
■
驚
㎜
　
け
、
雪
掴
の
讐
勲
聾
願
暮
ら
し
を
提
案
し
な
が
ら
、
新
し
い
雪

き
　
　
、
難
型
解
鐵

　　　　　　　　　　　　　　　　講

褻目．灘、聴、1醜囲灘

鱒
癖
鍵
澱
欝

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　
コ
き

』
㎜
籔
潟
難
鐵
繍
欝

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

◆
城
ケ
丘
多
目
的
広
場

　
　
　
　
　
（
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
）

■
内
　
容

・
雪
関
連
技
術
製
品
の
展
示
・
宣
伝
・

販
売

・
克
雪
住
宅
相
談
及
び
支
援
制
度
P
R

　
コ
ー
ナ
ー

・
木
造
住
宅
関
連
P
R
コ
ー
ナ
i

薗
の
轟
輝
議
求
め
て
き
た
蕃
．
利
弩
・
ア
．
今
回

　
　
で
1
5
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
　
　
会
場
矯
響
羅
●
親
雪
広
場
」
の
城
ヶ
丘
多
目
的
広
場

雛
謡
愚
霧
鰐
縫
結
摯
藝

　
　
広
場
で
、
響
種
イ
ベ
嚢
騰
や
雪
に
関
す
る
技
術
展
示
、
各
種
機

鞍
躍
羅
蒙
計
画
箋
い
ま
す
・

『
嚢
難
婁
灘
－
て
い
も

　
　
　
　
『
書
灘
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
手
づ
く
り
木
工
実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
保
存
雪
を
活
用
し
た
利
雪
イ
ベ
ン
ト

・
飲
食
・
遊
び
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
等

■
そ
の
他
　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
し
い
内
容

　
は
、
「
市
報
8
月
2
5
日
号
」
と
い
っ
し

　
ょ
に
お
配
り
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
、
建
設
課
克
雪
利
雪
対

策
室
克
雪
維
持
係
（
智
5
7
1
3
1
1

　
1
内
線
胴
・
肥
）
へ
。

　
　
　
歎
＼
論

ψ
瓶
．
ず
）
ポ
（
、
ノ
ヲ

　
　
　
／
．
．
＼
　
＼
曳

．
、
㍗
獣

　
　
　
　
　
　
　
み
決

・
、
鐵 鞭鱗蝶勲欝数難懸鰺一

10月1日は国勢調査です

　
1
0
月
－
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
大
正

9
年
か
ら
5
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
1
6
回

目
に
当
た
る
今
回
は
、
特
に
2
1
世
紀
の

日
本
を
考
え
る
基
礎
資
料
の
提
供
と
い

う
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
調
査
の

結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
・
市
区
町
村

が
こ
れ
か
ら
の
行
政
を
考
え
て
い
く
大

切
な
資
料
と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
生
か
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
日
本

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
調
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
9
月
下
旬
に
、
世
帯
ご
と
に
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
一

人
暮
ら
し
の
人
、
下
宿
し
て
い
る
人
は

一
人
ひ
と
り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
査
票
は
後
日
、
調
査
員
が
集
め
に

伺
い
ま
す
。
外
出
が
ち
な
人
は
家
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
日
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
Q
＆
A

Q
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
か
。

A
　
国
勢
調
査
は
「
統
計
法
」
等
の
規

定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

調
査
す
る
人
に
も
調
査
さ
れ
る
人
に
も

、
適
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
を
受
け
る
人
に

は
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
、
一
方
、
調

査
を
す
る
人
は
、
そ
の
結
果
を
他
に
も

ら
し
た
り
、
調
査
票
を
統
計
を
つ
く
る

目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
．

　
　
…
米
　
米
　
　
※
　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
　
来
　
　
米
　
　
米
　
　
米
　
　
米

　
市
で
は
、
8
月
－
日
付
で
小
川
助
役

を
本
部
長
と
す
る
「
平
成
7
年
国
勢
調

査
実
施
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
実
施
本
部
（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内

線
M
・
捌
）
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

霧
擁
弘
瞬

　4月からスタートした資源ごみ

収集は、4か月余りが経過しまし
た。

　鉄・アルミ類の収集の場合、それ

を入れている袋の中にビン類等が

入っていな鱒か、一つひとつの袋を

開けて確認じて騨ますが、次のこ

とにつ憾《ご協力をお願縢じます。

　①鍵塗一ス等の空箭や藩詰の缶

を出醗際、残汁、残物が残っ《鱒

ると夏場は特雄悪臭を放ち、破袋

作業に支障をきたして憾ます。緬

の中を軽く水洗韓をしてくださ鱒。

　②破袋作業だけで（一か駈のむ

みステーションあだり）20－30分

の時間を費やすことがあります。

空缶等はまとめて一つの袋に入れ

て出してくださ鱒（何重にもしな
い懸くださレ・）。

　また、資源ごみに限らず、通勤

途中に他町内の「ごみステーショ

ン」へごみを置かないでくださ瞬。

一人ひとりのご協力をお願隔しま
す。

■問も・合わせ　保健衛生課環境衛

　生係　鱈57－3111（内線145）

　十日町市川西町衛生施設組合

　豊52－3924へ。
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醸撒

「枯木又コ＝コミュージアムの会」

　　　　（事務局長＝山田　栄）

羅

籍織欄

　　アきぎ　ドニ　チ

奥さんたちは強力な青年会のメンバー

　地区のみんなが待ち望んでいた「枯木又エコミュー

ジアムの会」が今年5月4日に発会しました。そもそ

もエコミュージアムは20数年前にフランスで生まれた

新しい理念です。エコはエコロジー（生態学）の略、

ミュージアムは博物館と訳されていますが、私たちは

「枯木又の自然環境や文化遺産、生活、地区の資源そ

れ自体が、博物館で言うならば展示品であり、それを

　　　　　　　　　轍臨灘’

騒難霧、、・．、．．　　　　、　　繍鞭

　浦和からのリレーマラソン、アンカーは子供たち

鐘

大切に守り育てながら訪れる人たちと交流が持てる地

域、つまり“地域丸ごと博物館“」と考えています。

　枯木又では浦和市の学習塾「わかば塾」と20年来の

交流を続け、それ以前にも新潟子供の会と交流を持っ

てきました。このOBと枯木又青年会が一緒になって

「都市住民との本格的交流をもとに十日町市の東の玄

関口を目指そう」と話し合った提案が、平成4年度の

市のまちづくり特別補助事業に採択されたおかげでエ

コミュージアム構想の地域づくりがスタートしました。

　現在、会員は賛助会員（年会費1万円）が37人、一

般会員（3千円）113人の計150人。地区の者は全世帯

（17世帯）が会員ですが、市外会員が79人と半数以上

を占め、熱いエールを贈ってくれていることに感謝し

ています。全員で86人、うち夢ある中学生以下の子供

たちが16人の小さな山間地集落ですが、訪れる人たち

と共有できる資源の整備に知恵を出し、汗をかきたい

と思います。皆さんのご提言を私たちの会（山田栄盈

59－2317・FAX59－2326）までお寄せください。

や
ま
な
会
（
＋
日
町
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
）

　
　
務
睦
す
め
メ
ニ
蟄
㎜
．

　
　
　
　
『
、
、
纏
縮
騨
夢
　
　
㎎
櫨
　
　
拐
吠
L
赴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀦
　
　
　
　
1
5
　
1
　
　
　
　
り
酢
じ
大
％

　
　
　
翻
緩
．
鐸
勲
げ
鰻
惹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
鳥
ナ
生
ス
青
ゴ
ド

灘
脚
灘
闘㎜
鰭
鐵
灘
　
似
懲
誇
鵬
綴
蒜
驕
％

　
現
代
人
は
高
栄
養
の
食
事
が
多
く
、
　
　
③
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
は
、
細
く
さ
い

特
に
動
物
性
脂
肪
の
採
り
す
ぎ
だ
と
い
　
　
　
て
お
く
。

わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
生
ワ
カ
メ
は
水
で
も
ど
す
．

　
副
菜
に
は
、
野
菜
、
海
藻
な
ど
を
多
　
　
㊨
①
～
④
を
冷
蔵
庫
で
冷
や
す
。

く
採
り
入
れ
た
一
品
を
加
え
た
い
も
の
　
　
⑥
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
も
冷
や
す
。

で
す
ね
。
カ
ル
シ
ウ
ム
も
豊
富
な
一
品
　
　
⑦
青
じ
そ
の
葉
は
千
切
り
に
す
る
。

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
食
べ
る
直
前
に
、
⑤
と
ド
レ
ッ
シ
ン

　
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
酢
を
多
く
使
い
、
　
　
　
グ
を
和
え
、
青
じ
そ
と
ゴ
マ
を
ち
ら

塩
分
を
少
な
目
に
し
ま
し
た
。
ナ
ス
の
　
　
　
す
。

替
わ
り
に
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
　
徽
雛
接
　
ー
…
｛
　
…
．
、
，
，
…

ト
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
、
　
　
　
　
　
　
　
　
墾
　
、
　
・
ん
の

な
ん
で
も
お
い
し
－
食
べ
ぬ
　
　
　
翻驚纏・

彌
さ
鵬

難
孫
、
緒
に
和
．
、
膿
　
・
繋
　

①
鴨
肉
鞍
油
身
を
取
☆
，
、
．
鰐
．
鍵
聯
、
鴨

②
ナ
ス
は
半
分
に
切
り
、
あ

8



　
　
⑳

　
　
ン
子
謝

籔
ス
潤
鱒

騨
㎏
附

オ
話
．
・

イポ
、
伽
翁

服OUCH◆ノ”

痛い◆／

　うっかり机の角にぶつかってしまった時、とっ

さに出る一言は℃uch！”（アウチ）。このように、

とっさの時や驚いた時、英語ではどんなふうに言

うのか、いくつかご紹介しましょう。

前出の℃uch”は「痛い」。「おっと」というの

は℃oops”（ウープス）です。例えば手に持って

いる物を落としてしまいそうな時、人にぶつかり

そうになった時などに使ってみてください。驚き

を表す時は、良い事への驚きと悪いことへの驚き

に分けられます。前者の場合には“Wow”（ワォ）
という言葉がよく使われています。「わあ、すごい！」

という意味です。後者には℃h，no”（オゥノー）

などがあります。

驚きの言葉で、良い・悪いにかかわらず使われ

るのが“Jesus”（ジーザス）、転じて“Gee”（ジ

ー）、℃h，myGod”（オーマイガッ）などがあり、

いずれもイエス・キリストの意味です。℃h，my

God！”は、驚きが非常に大きい時に使う言葉で、

あまりしょっちゅう使うと場違いな感じがします。

以上のように、感嘆詞は短くて覚えやすいので、

皆さんも使ってみてください。

※来月からこのコーナーに、市内在住の、中学校・

高等学校英語指導助手の皆さんから登場してい

ただきます。お楽しみに！

の
倒

胆亙引

天使幼稚園　⑱

ファミコンの「カービーボウル」

をやっているところだよ。ぼくは
ファミコンが大好きで色々なもの
をもっているんだ。

、
、

鍵鞭

　綴雛　　　．鑛鱒謝

　講灘灘藷繍繍’

灘騨灘繍麟
　うさぎがにんじんを食べている

ところだよ。私は動物が大好きな

の。えさをやったり世話もするの。

β

　　ふみ　や
鈴木郁弥くん
　　（5歳）

　　かなこ小宮山花菜子ちゃん

　　（6歳）

華
　
　
’
　
②
　
　
　
瀦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
身
ム
メ
ノ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鉢
1
・
89
歳
）

鵬
臨
灘
輪
騨
羅
鞭
撫
肇

幽
難
…
、
覇
艦
響
澤
て
・
嫁
に
来
て
か
ら
は
・
蚕
の
た
め
に

盛
灘
撫
繍
　
、
聯
　
繍
い
讐
齢
縫
鋪

　
懲
雛
　
　
　
　
・
　
　
　
鰹
，
欝
，
　
　
方
に
あ
っ
た
ん
で
、
遠
い
っ
け
て
え
。

　
　
撚
欝
灘
籔
．
縫
翻
難
　
　
　
　
蒙
、
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
難
．
鞠
髄
繧
　
繍
　
　
　
・
　
　
　
　
よ
そ
ん
衆
は
　
こ
の
沢
（
鉢
沢
）
の
む

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
．
雛
κ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
の
む
こ
う
山
ま
で
行
っ
た
ん
だ
ぜ

　
生
ま
れ
は
川
西
町
の
子
根
岸
で
す
。
　
　
の
。
昔
ん
衆
て
や
ん
は
、
大
変
だ
っ
た

信
濃
川
沿
い
に
あ
る
村
で
、
大
雨
が
降
　
　
こ
っ
つ
お
。
今
、
み
ん
な
荒
れ
て
い
る

る
と
何
度
か
提
防
が
崩
れ
て
、
田
ん
ぼ
　
　
が
の
。

が
流
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
。
ま
　
　
　
昔
に
比
べ
れ
ば
今
は
良
く
な
っ
た
の

た
、
あ
る
時
の
大
雨
の
後
、
村
の
衆
が
　
　
お
。
だ
ど
も
何
買
う
に
し
て
も
金
が
い

総
出
で
、
信
州
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
ス
　
　
っ
て
大
変
だ
て
え
。
だ
っ
け
お
ら
ど
こ

　
　
　
　
　
な
ん
ぼ

ギ
の
丸
太
を
何
本
も
引
き
上
げ
ら
ん
で
　
　
の
男
衆
は
、
冬
働
き
に
東
京
へ
行
か
ん

し
た
て
え
。
今
は
立
派
な
提
防
を
作
っ
　
　
じ
ゃ
な
ん
ね
や
ん
だ
て
。
だ
っ
け
、
冬

て
も
ら
っ
て
、
有
難
い
こ
と
だ
の
お
。
　
　
は
雪
掘
り
し
ら
ん
が
、
女
手
ば
っ
か
な

　
二
十
三
歳
の
時
、
嫁
に
来
た
ん
だ
て
。
　
　
ん
で
、
大
変
な
ん
そ
の
。

子
根
岸
の
実
家
の
本
家
ん
衆
と
、
こ
こ
　
　
　
去
年
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
九
十
二
歳
で

ん
衆
の
本
家
が
親
類
で
、
行
き
来
し
て
　
　
亡
く
な
っ
た
ん
の
。
内
孫
も
三
人
東
京

い
た
ん
だ
て
。
そ
い
で
鉢
の
本
家
の
じ
　
　
へ
行
っ
て
ら
ん
だ
て
。
だ
っ
け
寂
し
い

い
さ
ま
が
、
お
ら
分
家
に
ど
う
で
も
嫁
　
　
て
え
。
毎
日
テ
レ
ビ
見
て
ら
ん
そ
。
特

に
来
て
ほ
し
い
て
ん
で
、
そ
っ
け
な
ん
　
　
に
相
撲
の
貴
乃
花
、
若
乃
花
兄
弟
を
良

で
嫁
に
来
た
ん
だ
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
く
見
ら
ん
で
す
て
え
。
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市
役
所
は
智
5
7
。
3
7
7
7

1閣麟

》

暮
5
』
畠

県
　
民
　
手
　
帳

　
　
（
餐
9
9
6
年
度
版
）

　
　
～
持
っ
て
い
る
と

　
　
　
　
　
役
立
ち
ま
す
～

　
県
民
手
帳
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

表
紙
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
ワ
イ
ン
レ
ッ

ド
の
2
色
が
あ
り
ま
す
。

■
価
　
格
　
4
0
0
円

■
発
行
時
期
　
n
月
中
旬

■
申
し
込
み
　
8
月
2
5
日
働
ま
で
に
総

　
務
課
文
書
統
計
係
（
智
内
線
謝
）
へ
。

緑
豊
か
な
み
る
さ
と
に

　
　
識
職
し
ま
せ
ん
か
羅

　
市
で
は
、
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
内

の
事
業
所
か
ら
の
求
人
を
一
覧
表
に
し

て
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
期
間
は

8
月
1
0
日
㈲
か
ら
2
0
日
㈲
ま
で
で
す
。

ご
家
族
の
人
も
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

■
配
布
場
所
　
市
役
所
（
高
齢
者
職
業

　
相
談
室
）
、
ク
ロ
ス
ー
0
、
ラ
イ
オ
ン
堂

　
十
日
町
店
、
十
日
町
シ
ル
ク
モ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
労

　
政
係
（
智
内
線
謝
）
へ
。

第
2
8
回
市
展
ポ
ス
タ
ー

　
第
2
8
回
市
展
の
採
用
ポ
ス
タ
ー
が
、

7
月
2
4
日
㈲
に
行
わ
れ
た
市
展
運
営
委

員
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
第
2
8
回
市

展
は
1
0
月
2
2
日
㈲
～
2
4
日
㈹
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

■
採
　
用
　
宮
沢
美
世
子
さ
ん
（
小
黒

　
　
　
　
　
沢
）

■
佳
　
作
　
田
川
千
枝
さ
ん
（
五
軒
新

　
　
　
　
　
田
）
小
川
純
一
さ
ん
（
東

　
　
　
　
　
京
都
杉
並
区
）

農
業
朗
軽
漉
の

　
　
　
　
　
免
税
証
交
付

■
と
　
き
　
8
月
2
4
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
（
第
一
会
議
室
）

■
必
要
書
類
　
①
免
税
軽
油
使
用
者
証

　
ま
た
は
免
税
証
共
同
交
付
申
請
明
細

書
　
②
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委

　
員
会
で
証
明
し
ま
す
）
　
③
印
鑑
（
共

　
同
の
場
合
は
全
員
の
印
鑑
）
　
④
機

　
械
を
購
入
し
た
場
合
は
、
販
売
証
明

　
書
と
カ
タ
ロ
グ
　
⑤
免
税
証
交
付
申

　
請
書
（
交
付
会
場
で
記
載
）

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
財
務
事
務
所

　
課
税
課
（
智
5
7
1
5
5
1
2
）
へ
。

7
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
の
中
学
校
卒
業

　
　
　
　
　
程
度
認
是
試
験

　
こ
の
認
定
試
験
は
、
病
気
な
ど
の
や

む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
そ
の
保
護

者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る

義
務
を
猶
予
、
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人

等
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に

行
う
試
験
で
す
。
合
格
す
る
と
、
高
等

学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格
　
①
就
学
義
務
猶
予
免
除

　
者
で
あ
る
人
　
②
就
学
義
務
猶
予
免

　
除
者
で
あ
っ
た
人
（
平
成
8
年
3
月

　
31
日
ま
で
に
満
1
5
歳
以
上
に
な
る
人
）

■
願
書
受
付
期
間
　
8
月
7
日
㈲
～
9

　
月
6
日
㈱
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除

　
く
）
に
新
潟
県
教
育
委
員
会
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
学
校
教

　
育
係
（
盈
内
線
祖
・
麗
）
へ
。

轡
催
　
　
し
畠

手
講
講
　
習
盆

■
と
　
き
　
9
月
－
日
・
8
日
・
2
2
日
・

　
2
9
日
・
1
0
月
6
日
・
1
3
日
・
2
0
日
の

　
各
金
曜
日
、
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

■
参
加
費
　
3
5
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
当
日
徴
収
し
ま
す
。

■
定
　
員
　
3
0
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
　
8
月
2
5
日
㈲
ま
で
に
十

　
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
智
内
線

　
皿
）
へ
。

『
石
躍
発
男
』
氏
講
漢
禽

■
と
　
き
　
8
月
2
9
日
㈹
午
後
－
時
3
0

　
　
　
　
　
分
～
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
南
中
学
校
体
育
館

■
講
　
師
　
石
川
光
男
氏
（
国
際
基
督

　
教
大
学
教
授
）

■
入
場
料
　
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
南
中
学
校
・
金
沢
（
盈

　
52
1
2
5
7
7
）
へ
。

が
命
が
ふ
る
え
る
フ
ラ
メ
ン
コ
謬

塁

きア

■
と
こ
ろ

■
入
場
料

ト
ラ
ン
タ

9
月
2
日
㈹

午
後
8
時
～
1
0
時

水
沢
中
学
校
跡
地

無
　
料

ご
覧
く
だ
さ
い
「
第
1
回
十
日
町
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
6
人
の
彫
刻
家

を
招
い
て
の
「
第
1
回
石
彫
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
の
開
幕
式
が
、
7
月
2
7
日
㈲
午

後
5
時
か
ら
総
合
体
育
館
北
側
広
場
で

行
わ
れ
、
本
格
的
な
作
業
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
真
夏
の
炎
天
下
、
体
力
の
限
界
に
挑

戦
す
る
6
人
の
彫
刻
家
た
ち
の
作
業
を

是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
彫
刻
を
き

っ
と
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
。■
期
　
問
　
7
月
2
7
日
㈲
～
8
月
3
0
日

　
㈱
午
前
8
時
～
午
後
6
時

■
会
　
場
　
総
合
体
育
館
北
側
広
場

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
石
彫
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会

教
育
課
・
公
民
館
内
費
5
7
－
5
0
1

1
）
へ
。

醗霧轍雛雛
苫　
灘
欝
窪
灘
鐸

λ
鞭
麟
“

石の破片が飛ぶため、完全防備での作業

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
建
設
省
信
濃
川
工
事
事
務
所
で
は
、

昨
年
ま
で
実
施
し
て
き
た
「
大
好
き
夏

ま
つ
り
」
会
場
（
妻
有
大
橋
下
周
辺
の

河
川
敷
）
を
、
市
民
が
い
つ
で
も
使
え

る
「
水
辺
の
ひ
ろ
ば
」
と
し
て
提
供
し

「
信
濃
川
水
辺
の
ひ
ろ
ば
」

日乍年までは大好き夏まつりでにぎわいました

て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
キ
ャ
ン
プ
、
家

族
や
会
社
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
な

ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
場
　
所
　
妻
有
大
橋
下
周
辺
河
川
敷

　
　
　
　
　
広
場

■
そ
の
他
　
①
仮
設
ト
イ
レ
が
設
置
し

　
て
あ
り
ま
す
　
②
給
水
施
設
は
あ
り

　
ま
せ
ん
、
飲
料
水
は
ご
持
参
く
だ
さ

　
い
　
③
ゴ
ミ
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く

　
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
省
信
濃
川
工
事

　
事
務
所
十
日
町
出
張
所
（
盈
5

2
1
2

　
1
8
0
）
ま
た
は
大
好
き
十
日
町
会

　
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
暦
内
線
蹴
）

　
へ
Q
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■
問
い
合
わ
せ
　
土
市
祭
典
委
員
会
山

　
中
鉄
男
（
盈
5
8
1
2
1
0
5
）
へ
。

響
俸
實
・
ス
ポ
ー
ツ
畠

市
爵
プ
ー
ル
が
リ
7
レ
ツ
シ
ュ

　
プ
ー
ル
内
や
プ
ー
ル
サ
イ
ド
が
き
れ

い
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
8
月
1
3
日
㈲
か
ら
閉
場
時
間
が
午
後

　
6
時
に
変
わ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
プ
ー
ル
（
暦
5
7

　
－
1
9
5
6
）
へ
。

　
ぱ
　欝
難

灘
、
．
　
嚢
灘
灘

灘

麟
、
鶴
欝

幡
灘

蓼
灘

、
萎
燃

…
　
灘
灘
礁
雛

覇
襲
灘

蟹
保
健
・
福
雛
亀

麻
し
ん
凸
は
し
か
》

　
　
　
　
　
の
予
防
接
種

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
を

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
医
療

機
関
で
個
別
に
行
い
ま
す
。

■
接
種
対
象
者
　
平
成
元
年
1
1
月
1
日

　
～
6
年
4
月
－
日
に
生
ま
れ
た
幼

　
児
。
た
だ
し
、
す
で
に
は
し
か
に
か

　
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
子
や
麻
し
ん
、

　
M
M
R
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

　
の
あ
る
子
は
除
き
ま
す
。

■
受
け
ら
れ
な
い
子
　
1
年
以
内
に
け

　
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子

　
な
ど
。
慢
性
の
病
気
が
あ
る
子
は
、

　
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く

　
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
8
月
2
1
日
㈲
～
8
月
31

　
日
㈲
の
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
　
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

　
を
持
参
の
上
、
保
健
衛
生
課
保
健
衛

　
生
係
（
盈
内
線
m
・
翅
）
へ
。
電
話

　
で
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

酒
害
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

■
と
　
き
　
8
月
2
5
日
働

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
く
費
5
7

　
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
へ
．

心
の
健
康
相
談

塵
と
き
8
月
2
1
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当
　
山
下
医
師
（
中
条
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

罰團…．…養通難塗編難鎌鞭一勤

■疲れてる夏こそ願うゆとりの運転
飲酒、過労、高速暴走運転を追放しま
しょう。交差点
では「しっかり　一　一　　為とりを

止まコてはつき譲…韮安轟
り確認」を励行㌧g．．・ξ三．
しましょう。　　．　，，，　裟虻

7月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

平成7年 21（103） 23（ll7） 1（3）

十日町市
平成6年 16（106） 22（127） 0（6）

川西町
津南町
中里村

平成7年 10（62） 10（68） 0（4）

平成6年 9（60） 10（64） 1（2）

計
平成7年 31（165） 33（185） 1（7）

平成6年 25（166） 32（191） 1（8）

　　　　　27歳男性が
　　ヨ
’堀　　　酒酔い運転でひき逃げ
　　鳶

　　　　　7月30日（日）午後7月30分こ

　　　　ろ高田町地内の県道上におい

て、27歳の男性が酒酔い運転をして、

67歳の女性を後方から跳ねて死亡させ、

逃げるという重大事故が発生しました。

※飲酒運転は絶対にしない、させない

ようにみんなで注意しましょう。

　ふれあい福祉センター総合相談所

　　　一般相談を休みます

　十日町市社会福祉協議会が毎週月曜日～

金曜日まで行っている「ふれあい福祉セン

ター総合相談所」の一般相談を、8月14日

㈲～16日㈱の3日間お休みします。

精
神
障
審
奢
施
殼
『
六
花
園
．

堀
之
内
工
芸
後
援
禽
無
会
興
募
集

　
十
日
町
市
、
小
千
谷
市
、
中
魚
沼
、

南
魚
沼
、
北
魚
沼
を
エ
リ
ア
と
す
る
六

花
園
で
は
、
事
業
推
進
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
く
れ
る
後
援
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
年
会
費
　
①
個
人
会
員
　
－
口
H

　
l
、
0
0
0
円

　
②
法
人
・
団
体
会
員
　
1
口
H
1
0
、

　
0
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事
務
所
援

　
護
係
（
盈
内
線
m
・
瀧
）
へ
。

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
墓
集

　
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
は
、
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
内
　
容
　
①
版
画
・
絵
画
（
火
曜
日
）

②
手
芸
・
焼
き
物
（
金
曜
日
）

　
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か
ら

　
2
時
間
程
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
暦
5
7
－
9
4
3

　
8
）
へ
。

ひ
と
り
競
蒙
庭

　
　
ぽ
の
懸
の
交
驚
事
業

■
と
　
き
　
1
0
月
1
日
㈲
（
日
帰
り
）

■
と
こ
ろ
　
県
母
子
休
養
ホ
ー
ム
し
ら

　
ゆ
り
荘
（
六
日
町
小
栗
山
）

■
対
象
市
内
に
在
住
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
で
、
2
0
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
家
庭
の
親
と
子

■
参
加
費
　
大
人
　
2
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
子
供
　
無
　
料

■
申
し
込
み
　
9
月
8
日
㈹
ま
で
に
十

日
町
市
母
子
福
祉
い
つ
美
会
事
務
局

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
盈
内
線
m
）

　
へ
。

聡
雑
耀
の
講
霧
毒
お
蓼
署
ダ

　
雇
用
保
険
に
雇
用
継
続
給
付
制
度
が

設
け
ら
れ
、
一
定
の
受
給
要
件
を
満
た

す
6
0
歳
以
上
硫
歳
未
満
の
被
保
険
者
及

び
育
児
休
業
を
取
得
し
た
被
保
険
者
に

対
し
て
、
雇
用
の
継
続
を
支
援
す
る
た

め
の
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
と
育
児
休

業
給
付
が
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
「
賃
金
月
額
証
明
書
」
と
「
受

給
資
格
確
認
票
」
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
安
定
所
）
に
提
出
し
、
受
給
資

格
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
6
0
歳
に
達
し
た
被
保
険
者
及
び
育
児

休
業
を
開
始
し
た
被
保
険
者
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
は
、
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
二
つ
の
給
付
に
か
か
る

支
給
申
請
書
の
受
理
は
、
9
月
1
日
働

か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

　
町
適
用
係
（
智
駆
ー
2
4
0
7
）
へ
。

”

lr繍lli i

市
役
所
は
智
5
7
8
3
』
7
』
7
』
7



淵
「

　
　
　
h

　
今
年
も
お
盆
の
季
節
が
や
っ
て
き
　
　
治
・
水
沢
地
区
で
は
「
カ
ラ
ス
踊
り
」

ま
し
た
。
マ
チ
も
ム
ラ
も
ふ
る
里
に
　
　
や
「
ホ
ー
カ
イ
節
」
な
ど
の
踊
り
が

戻
っ
て
き
た
人
々
で
に
ぎ
わ
い
、
活
　
　
み
ら
れ
ま
す
。

気
が
み
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
ご
ろ
の
盆
踊
り
会
場
を
の
ぞ
い

　
七
日
こ
ろ
か
ら
お
墓
掃
除
、
十
三
　
　
て
み
ま
す
と
、
拡
声
機
か
ら
流
れ
て

日
が
お
精
霊
様
迎
え
、
十
五
日
が
い
　
　
く
る
の
は
全
国
各
地
の
有
名
民
謡
が

わ
ゆ
る
お
盆
で
お
寺
と
お
墓
参
り
、
　
　
多
く
、
踊
り
も
ま
た
お
行
儀
の
良
い

十
六
日
は
お
精
霊
様
送
り
と
盆
行
事
　
　
も
の
ば
か
り
。
こ
れ
で
は
だ
れ
も
が

が
続
き
ま
す
し
、
こ
の
間
、
各
地
で
　
　
気
楽
に
輪
の
中
へ
飛
び
込
め
る
と
い

盆
踊
り
の
輪
が
立
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
う
感
じ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
盆
踊
り
は
、
祖
霊
を
慰
め
る
と
と
　
　
　
盆
踊
り
は
や
は
り
、
そ
の
土
地
に

も
に
地
域
の
共
同
娯
楽
、
そ
の
上
、
　
　
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
と
、

秋
の
豊
じ
ょ
う
の
祈
り
が
こ
め
ら
れ
　
　
ご
先
祖
様
も
面
く
ら
っ
て
し
ま
う
に

て
い
る
も
の
だ
と
か
。
多
少
、
歌
の
　
　
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
る
里
の
盆

文
句
や
踊
り
に
卑
わ
い
な
と
こ
ろ
が
　
　
踊
り
は
、
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

あ
る
の
も
、
作
物
の
生
育
に
刺
激
を

与
え
る
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
昔
か
ら
の
盆
踊
り
に
は
、
太
鼓
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

ま
わ
り
を
回
わ
る
輪
踊
り
と
、
群
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

な
し
て
練
っ
て
い
く
流
し
踊
り
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

つ
が
あ
り
、
十
日
町
の
も
の
は
い
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

れ
も
輪
踊
り
の
形
式
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
市
全
域
で
み
ら
れ
る
盆
踊
り
に
は
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

「
三
階
節
」
「
甚
句
」
「
お
け
さ
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊

新
民
謡
の
「
十
日
町
小
唄
」
。
北
寄
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

の
中
条
・
下
条
地
区
で
は
「
大
の
坂
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

「
新
保
広
大
寺
」
と
「
ヨ
イ
ヤ
サ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問

な
ど
。
こ
れ
に
対
し
て
南
寄
り
の
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

ory

馨周譲襲紙
人は子を産み、子を育て、その子

もやがて親になる。この繰り返しは

昔も今も変わっていないと思います。

今月の表紙は、戦後50年の今年生ま

れた赤ちゃん（樋口愛ちゃん・神明

町〉を母親（樋口由佳里さん）がこ

の上ない愛情で見つめる情景を撮影

しました。戦中・戦後の動乱期にも

こんな情景があったのでしょうか。

戦後50年の今年、民間団体を中心

に、朗読劇「この子たちの夏」、「ひ

めゆりの塔」親子映写会、「きけわだ

つみの声」映写会など様々な行事が

おこなわれました。さらに8月6日
（日）には「第41回原水爆禁止十日町市

民大会」が行われました。戦争の悲

惨さを改めて見つめ直し、たゆみな

い平和運動を継続しましょう。

蓼

鞍

馨

叢

甜　 脚翻　　　　 制　 磁 緋翻　　　 構

欝難灘， 難

醐　蝦購　鞭蝦鞭　　 撚購欄　 翻鐸騰　　撒講繊

訴蟹ち

’⑥

ノシメトンボ
アカトンボの仲間の中で一番大きなトンボです。7月から10月に

かけて多く見られます。羽の先に黒褐色の帯があるので、その帯が

ノシメトンボと他のトンボとを見分けるポイントになります。

胸のわきには、上のへりまで届く、2本の太くて黒い筋がありま

す。腹部は榿（オレンジ）褐色で、両側に黒い筋があります。この

筋でできる縞模様が、江戸時代の武士が礼服として使っていた「の

しめ」という小そでに似ていることから、「ノシメトンボ」という名

前が付けられたといわれています。

　7月から10月にかけて池や沼で多く見られますが、未熟なものは

　　　　　　　　　　ウ水辺を離れて林の中で生活し、木の梢や高い枝先などにとまってい

ます。成熟すると水辺にもどり産卵の準備をします。
鞭朧灘聡i灘響繍蝋　鱒鐵鰍　脚盤灘　　　　翻騨灘騰騰購糊騨撒騰蹴撫綴纈騨　　囎灘鰻鯖購難鵬騰鵬賜贈繊醗轍難職磁繍畿縣鼎　轍駕　蝋購　獺

　
　
　
♂

□
最
近
あ
る
人
か
ら
借
り
た
本
の
中
に
、

南
の
島
で
グ
ー
タ
ラ
し
て
い
る
現
地
人
と
、

文
明
国
か
ら
や
っ
て
き
た
白
人
と
の
興
味

深
い
会
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
そ
う
や
っ
て
毎
日
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い

る
と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
い
い
生
活
は

で
き
な
い
ぞ
。
少
し
は
働
い
た
ら
ど
う
だ
」

「
す
る
と
何
か
ね
。
あ
ん
た
ら
が
終
始
忙

し
そ
う
に
し
て
い
る
の
は
、
い
い
生
活
と

や
ら
を
手
に
入
れ
る
た
め
な
の
か
ね
」
「
当

た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
」
「
じ
や
あ
聞
く
が
、

い
い
生
活
と
は
ど
う
い
う
生
活
な
ん
だ
」

「
毎
日
ゆ
っ
く
り
楽
が
で
き
て
、
欲
し
い

も
の
は
い
つ
で
も
手
に
入
る
よ
う
な
生
活

だ
」
「
何
だ
、
そ
ん
な
生
活
な
ら
わ
し
ら
が

今
や
っ
て
い
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
毎
日
あ
く
せ
く
働
い
て
い
る
私
た
ち
。

ジ
ョ
ー
ク
と
し
て
笑
い
飛
ば
し
て
し
ま
え

ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
何
か
思
い
当
た
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
㊤

市の動き
跨

團
男
女

人口

疑7周宋圏現在）

45，4翻人備醗彰網9）

22，3欝3太（ガ　網4）

2纏，盤◎翻轍鯉　一5）

膿世帯数　　鯉，鶏纏　㈱閣箆董◎〉

再生紙鞭ってし、ます　ブ2


